この 問題で 独自の 体系 を 述べる やうな 程度の 研究 はま 

だ 積んで ゐ ないし、 従って、 何等 自信の ない 研究 を 急 

いで 発表す る こと は 躊躇す る。 私 はた V、 種々 の 理由 

によりて、 文芸作品 は 科学的 研究の 対象になり 得る も 

ので あると いふ こと、 換 言 すれば 文 芸 学 

(LiteratuFwissenscilElft, Science of 〔# 

「Literature」 は 底本で は 「Iiterature 匕) なる ものが 存在 

し 得る こと、 そして、 さう いふ 方面への 研究が、 今後 

の 文芸批評 家の 重要な 一 つの 任務で ある こと を 信ずる 

のみで ある。 

文芸作品 を 享楽し、 鑑賞す る ことの みが 批評家の 任 



務 であると 考 へる 人 は、 園芸家の ほかに 植物学 者の あ 

る こと を 知らぬ 人で ある。 否 園芸家に でも、 通俗な 植 

物 学の 知識 は 必要で ある。 それがなければ 花 をた のし 

むこと すら 十分に でき はしない。 花が 植物の 生殖の 器 

官 である こと を 知った、 めに 花の 美し さは 減殺され る 

どころ ではなくて、 却って、 そこに 造花の 至妙 を 私た 

ち は 感得して 驚歎す るで あらう。 

ハク スレ— が、 アルプス 山 は 地殼の 冷却に よる 収縮 

によりて 生じた ものであると いふ 地質学の 真理 は、 ァ 

ルプス 山に 対する 登山者の 崇高の 念 を 少しも 減殺す る 

もので ない と 言 つたの は 至 一一 一一 n である。 



に 苦しい、 醜い 過去で も、 た、 V 過去で あるが ためにな 

つかし まれる ものである。 過去 を考 へる 場合 ほど、 私 

たちに 冷静な 厳正な 判断の 必要で ある こと はない。 そ 

れ にも かゝ はらず、 私 は、 最近の 批評が 一向 進歩して 

ゐな いとい ふ 説、 むしろ 退歩して ゐ ると いふ 説に は 一 

面の 真理が ある こと を 否定し 得ない ので ある。 

こゝ では、 私 は 専ら、 文学の 方法論 的 研究に 注目す 

る ことにしよう。 そして 過去の 人た ちが、 この 方面で 

どれ だけの 業績 をの こし たかを 見逃さな いために、 こ 

の 方面に 於け る 最も 偉大なる 一 人で ある、 エミイル - 

ゾラの 説 を 紹介し ようと 思 ふ。 それ は、 近代の 文学 研 



究の 方法に 決定的な 基礎 を 与へ たもの は ナチ ユラ リズ 

ム であるに か、 はらず、 ナチ ュ ラ リズ ム の 文学 理論 は、 

日本に は、 まだ まとまって 紹介され てゐ ない と 思 ふか 

ら である。 私たち は、 ナチュラリズムの 本質に 触れな 

いで、 た y その 外貌 だけ を 眺めて 通って 来た 観が ある 

からで ある。 以下に 述べる ところの ゾラの 説 は、 今で 

は 私たち を 全く 説得す るに 足る 力 を もっていない であ 

らう。 (さう でないならば 私たちの 恥辱で ある！) け 

れ ども、 極めて ィ ー ジ— に ナチュラリズム を 卒業して 

来たと 考 へて ゐる人 たちの 考 へる 程、 それ は 鎧 袖 一 触 

の 値しかない もの だら うか？ 



エミイル • ゾラ は、 有名な 「実験小説 論」 の 冒頭で 

次の やうに こと は つて ゐる。 

『実験 方法なる もの は、 クロ ォド • ベ ルナ アルに よ 

りて、 「実験 医学 研究 序論」 の 中で、 しっかりと、 且 

つ 驚く ほど はっきりと 確立され てゐ るの だから、 私 

はこ、 ではた、 V それ を 応用し さへ すれば よいの だ。 

この 決定的な 権威 ある 学者の 著書が、 私の 議論の 堅 

牢な 基礎に ならん として ゐ るの だ。 この 書物の 中に 



は 凡ての 問題が 取り扱 はれて ゐ るから、 私 は、 た y 

その 中から 必要なる 部分 を 抜粋して、 それ を 否む 能 

はざる 論拠と し て ゆけば よいの だ …… 大抵の 場合に、 

この 書物に つかって ある 「医学者」 と 言 ふ 言葉 を 「小 

説 家」 と 言 ふ 言葉に かへ さ へ すれば 私の 考 へ を はつ 

きりさして、 それに 科学的 真理の もつ 厳密 性 を 与へ 

る ことができ るので ある。』 

しからば、 クロ ォド. ベ ルナ アル は、 『実験 医学 研究 

序論』 に 於て どんな こと を 述べて ゐ るので あるかと い 

ふと、 彼 は、 当時まで、 一 の 技術で あると 思 はれて ゐ 

た 医学に 実験的 方法 を 適用し、 これ を 技術から 科学に 



かへ ようとし たので ある。 実験的 方法 は、 従来 無生物 

に関する 学問、 即ち、 物理学 及び 化学の 研究に 用ゐら 

れて 偉大なる 成果 を あげて ゐ たので あるが、 クロ ォ 

ド. ベ ルナ アル は、 その 方法 は 無生物の 研究の みなら 

ず、 生物の 研究、 即ち 生理学 及び 医学に も 適用 さるべ 

きもので あると して、 これ を 無生物の 研究から 生物の 

研究へ 拡大した ので ある。 

エミイル • ゾラが なした こと は、 実験的 方法の 適用 

範囲 を 更に 一 歩 拡大した ことに ほかならぬので ある。 

彼 自身 は、 それ を 次の 如く 言 ひ 表 はして ゐる。 

『若し 実験的 方法に よ つ て 肉体 生活に 関する 知識が 



得られるならば、 それによ つて 情 的 及び 知的 生活の 

知識 も 得られる に 相違ない。 化学から 生理学へ、 生 

理学 から 人 類 学 及び 社会学 へと 進んで ゆく の は 方向 

の 相違ではなくて 程度の 相違に 過ぎない。 而 して そ 

の 進路の 末端に 位する のが 実験小説 である。』 

クロ ォド. ベ ルナ アル は 如何なる 論拠に 立って、 無 

生物の 研究に 用 ひられる 実験的 方法 を 生物の 研究に ま 

で 適用しょう とする ので あるか？ 

生物と 無生物との 相違 は、 彼に よれば 前者 は 自発性 

spontaneity を もって ゐ ると いふ 点に ある。 無生物 は 

普通の 外部 的 環境の 中に 存在す る ものであるが、 生物 



やう に 見え る 文学 に 、 実験的 方法 を 用 ふること が 可能 

であらう か？ これが 第一に 起って 来る 問題で ある。 

それに は、 観察 及び 実験のと いふ 言葉の 意味 を 明かに 

してお く 必要が ある。 

クロ ォド. ベ ルナ アルに よれば、 観察と は、 自然に 

生起す る まゝの 現象 を 研究す る 方法で あり、 実験と は、 

自然現象 を 或る 目的 を もって 変へ てみ たり、 自然の 

ま、 では 生じない やうな 事情 或は 条件の 中で、 それ 等 

の 現象 を 起して 見て、 それ を 研究す る 方法で ある。 た 

とへば 天文学 は 観察の 科学で あり、 化学 は 実験科学で 

あるが 如くで ある。 換言すれば、 実験 方法と は、 或る 



ぎない。 即ち 実験小説 家が 人間 を 研究す る 方法に 欠陥 

が あるから でなくて、 研究の 日が 浅い からに 他なら ぬ。 

クロ ォド. ベ ルナ アルが 「実験科学 者 は 自然の 予審 判 

事で ある」 と 言った に 対し、 ゾラ は 「吾々 小説家 は 人 

間の 予審 判事で ある」 と 言って ゐる。 両者の 研究方法 

は 全く 同じな ので ある。 

この 方法に 対して 次の 如く 批難す る ものが ある。 

「自然主義 の 小説家 は 専ら 人間の 写真 を 撮影し よ う と 

して ゐ るの だ！ 然るに この 写真 は 到底 精密な もので 

はあり 得ない。 芸術作品 をつ くるた めに は、 どうして 

も 事実 を 整理す る 必要が ある！』 



ところが、 ゾラに よれば、 実験的 方法 を 小説に 導入 

する ことによって、 かやうな 他愛 もない 批難 は 根拠 を 

失って しまう ので ある。 実験小説 家 は 成る ほど ありの 

ま、 の 事実から 出発す る。 けれどもた ゾ 事実 を 観察す 

メカニズム 

る だけではなくて、 その 事実の 機構 を 示す ために、 さ 

ま，^ な 現象 を 起して 見る。 そして この 現象 を 吟味す 

るので ある。 それ はもう 写真ではなくて、 そこに は 

吾々 の 創意が 加 はって ゐる。 吾々 は 小説に 実験的 方法 

を 適用す る ことによ りて、 自然の 外に 出る ことなくし 

て、 自然 を 変更す るので ある。 

私たちが、 或る 事実 を 観察す ると、 そこに 一 つの 



意 想が 生れて 来る。 そして、 この 意 想が 真で あるか 否 

か を 疑問と する やうになる。 クロ ォド. ベ ルナ アルに 

よれば、 懐疑 者 こそ 真の 科学者な ので ある。 何と なれ 

ば、 懐疑 者 は、 自分自身 について、 自分の 解釈に つい 

て は 疑 ひ を もっけれ ども、 一 つの 絶対的 原理、 即ち、 

現象の 決定 性 を かたく 信じて ゐる。 これ を 信じない 

では、 疑問 も 起り はしない ので ある。 而 して、 この 意 

想、 及び それに 対する 懐疑、 並びに それ をた しかめる 

ための 実験の しかた 等 は、 全く 個人的な もので あり、 

そこに は 芸術家の 創意の 余地が 十分に 存す るので ある。 

芸術家 は 決して 写真師で はない ので ある。 



クロ ォド . ベ ルナ アルが、 生命 現象の 研究に 実験的 

方法 を 適用す る 必要 を 主張す ると、 これに 反対の 

生気 論者 は、 クロ ォド • ベ ルナ アルの 一 派 を 唯物論 者 

であると 批難した。 これに 対して クロ ォド • ベ ルナ ァ 

ルは 次の やうに 反駁して ゐる。 

『生気 論者た ち は、 生命と いふ もの を、 何物に も 決 

定 されないで、 自由自在に はたらいて ゐる 神秘的な、 

超自然的な 一 種の 力で あると 考へ、 生命 現象 を 一 定 



の 有機的 及び 理化学 的 条件 に むすびつけて 説明し よ 

うとす る 人々 を 唯物論 者 だと 批難して ゐる。 これ は 

謬った 考へ である けれども、 一旦 それにと りっかれ 

ると 容易に それ を 根絶す る こと はでき ぬ。 たゾ 科学 

の 進歩の みがか ゝる謬 想 を 消滅させる であらう。』 

然 らば 科学の 進歩 は 私たちに 何 を 示した であらう 

か？ ゾラ は、 これ を、 椽大の 筆 を ふるって 次の 如 

く 要約して ゐる。 

『前世紀 (十八 世紀 を さす) に 於て、 実験的 方法の 

正確なる 応用に よりて、 化学 及び 物理学が 生れ、 こ 

の 方面に 於て は、 不合理な 超自然的な 説 は 影 を ひそ 



めた。 分析のお かげに よりて、 物理化学 的 現象に は 

一定の 法則が ある ことが 発見され、 様々 な 現象が 明 

かにされ た。 ついで 新しい 一歩が 踏み出された。 今 

尚 ほ 生気 論者た ちが 神秘的な 力 を 認めて ゐる 生物 体 

も 亦、 物質の 一 般的 機構に よりて 説明され、 それに 

還元せ しめられた。 科学 は、 生物 体に 於ても 無生物 

体に 於ても、 一 切の 現象の 存在 条件 は 同じで ある こ 

と を 証明し、 それによ りて、 生理学 は徐々 に、 化学 

や 物理学の やうな 確実性 を 帯びて 来た。 しかし それ 

で、 進歩 は 停止した V らう か？ 決して さう ではな 

い。 人間の肉 体の 機構が わかって 来る と、 今度 は、 



人間の 情 的 及び 知的の はたらきに 移って ゆかねば な 

らぬ。 さうな つて 来る と、 私たち は、 これまで 哲学 

及び 文学に 属して ゐた 領域に はい つて ゆく ことにな 

リ、 科学に よりて、 哲学者 や 文学者の 臆測が 決定的 

に 征服され る ことになる。 今日 私たち は 実験 物理学 

及び 実験 化学 を 有して ゐる。 そのうちに 私たち は 実 

験 生理学 を 有する やうに なり、 更に 進んで 実験小説 

を 有する やうになる であらう。 凡てが 関連して ゐる 

ので ある。 私たち は、 生物 体の 決定 性 を 知る ために 

は、 無生物 体の 決定 性から 出発し なければ ならな か 

つた。 而 して、 今や、 クロ ォド. ベ ルナ アルの やう 



になる。 小説家 は 一 種の 心理学 をつ くって 生理学 を 補 

つて ゆく ので ある。 而 して、 小説家が 人間の 性質 を 研 

究 する 道具 は 実験的 方法な ので ある。 科学的 研究、 実 

験 的 推理に よりて、 理想主義 者の 臆測 は 次々 に 征服 さ 

れ、 純然たる 想像に よりて つくられた 小説 は、 観察と 

実験との 小説に 代って ゆく ので ある。 

と は 言へ、 人間の 科学、 即ち 実験小説 は、 まだ 法則 

を うちたてる やうな 域に は 達して ゐ ない。 た y 私たち 

に 言 ひ 得る こと は、 人間界の 凡ゆる 現象 は 絶対的 決定 

性 を もって ゐる とい ふこと に過ぎないの である。 凡そ 

科学 完成の 程度 は、 その 科学が とりあつ かふ 対象の 複 



雑 さに 逆比例して ゐる。 物理学 及び 化学の 対象 は 最も 

単純な 現象で ある。 そこで、 これ 等の 科学 は 最も 厳密 

な 法則 科学と なって ゐる。 生理学に なると、 その 複雑 

さが 遥かに 増して 来る。 従って この 科学の 発達 はま だ 

比較的 幼稚で ある。 最後に 人間の 精神 生活の 科学 即ち 

実験小説の 取り扱 ふ 対象に 至って は、 その 複雑さが 更 

に 一層 甚だしい。 それ故に、 この 科学 (小説) はま だ 

法則 を 云々 する 域に すら も 達して 居らぬ ので ある。 人 

間 科学が 幼稚で あるの は 方法の 罪で なく、 対象が 複雑 

なた めで ある。 

エミイル • ゾラ は、 実験小説の 神髄 を 次の 如く 要約 



四 

以上 は 実験小説 (自然主義 小説) の 純 論理的 根拠で 

ある。 実験小説 はもつ と 実際 生活に 密接な 関係 を 有す 

る 役割、 ゾラの 言葉に よれば 道徳的 役割 r61e moral を 

もって ゐ ないだら うか？ 

若し、 生物学 及び 医学が 十分に 発達したならば、 医 

師は 疾病の 原因 をす つか リ知リ つくして 患者 を 完全に 

治癒し 得る やうになる であらう。 人間 は 完全に 自然 を 

征服して、 その 法則 を 利用し 得る やうになる だら う。 



実験小説 家の 真の 任務 は、 既知の 事柄から 出発して 

未知の 事柄 を 探り 求め 自然 を 科学的に 知悉す る ことで 

ある。 理想主義 小説家 は、 未知な もの は 既知の ものよ 

り 美しく 尊い ものであると いふ 馬鹿げた 口実の もとに 

未知な ものに 甘んじて ゐる。 自然主義 小説家 は、 如何 

なる ものに も 観察と 実験と を 用 ふるが、 理想主義 小説 

家 は 分析す る ことので きない 神秘 力 をみ とめ、 未知の 

中に、 法則の 外に 安住しょう とする。 〔# 「。」 は 底本で 

は 「匕 もとより 理想 を 念と する もの を 理想主義 者と 

呼ぶなら、 実験小説 家 も 亦 理想主義 者で ある。 た y 

こ、 では 未知の 世界 を よろこんで、 そこへ 逃避 せんと 



する 者の み を 理想主義 者と 呼ぶ ので ある。 現象の 決定 

性 を 認めない もの を 理想主義 者と 呼ぶ ので ある。 

実験小説 家 を 宿命論者 であると 批難す る もの も ある。 

実験小説 家 は、 人間 を、 運命の 鞭の 下に 動いて ゆく 家 

畜の 群に ひきさげる ものであると 批難す る ものが ある。 

然しながら、 ゾラに よ れば 実験小説 家 は 決定論 者 で は 

あるが、 宿命論者 ではない。 なる 程、 実験小説 家は自 

然 法則の 外へ は 出ない。 自然法 則の 中に ありて 現象の 

生起す る 条件 を さぐる。 けれども 彼等 は それだけ では 

ない。 彼等 は 現象の 決定 性 を 変更す る。 例へば 環境に 

向 つて はたらきかけ、 ， J の 棄境を か へる ことができる。 



自由と 無知と が 同義語で ないやう に、 自然法 則 を 知リ、 

これ を 認める こと は、 これに 盲従す る こと を 意味す る 

もので はない。 宿命論と 決定論と は 全く 別の もので あ 

る。 

X X 

X X 

エミイル • ゾラ はこ、 で 主として 小説に ついて 論じ 

てゐ る。 彼 は 文学の 他の 品種に ついて どう 考 へて ゐ 

た、 V らう か？ 彼 はこの 論文 の 最後 で 次の やうに 言 つ 

てゐ る。 

『私 は 実験小説 について しか 論じなかった が、 実験 



的 方法 は、 史学 及び 批評 を 征服し、 やがて、 劇 及び 

詩 を さ へ も 征服す るで あらう とかたく 信じて ゐる。 

これ は 避く ベ からざる 進化で ある。』 

さて、 私 は、 ゾラの 方法論 を 詳細に 批評す るつ もり 

で、 この 紹介に とリ か、 つたので あるが、 限られた 紙 

数と 時間との ために、 批評 どころ か、 彼の 説 を 伝へ る 

ことす らも、 甚だ 不十分に しかで きなかった。 いづれ 

機 を 見て 不備な 点 を 補 ふと 同時に、 ゾラの 文学論に 含 

まれた る 偉大な 功績と、 それに 対する 私の 批判と を述 

ベ て 見たい と 思って ゐる。 

{ 大正 十五 年 十月 「新潮」 } 
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